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「
あ
な
た
で
す 

火
の
あ
る
く
ら

し
の 

見
は
り
役
」
を
統
一
標
語

に
、　

月
９
日
か
ら　

日
ま
で
の

１１

１５

１
週
間
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
る
冬
の
季
節
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発

生
・
拡
大
を
防
止
し
、
火
災
か
ら

尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
、

住
宅
火
災
の
発
生
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る

▽
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警
防

課
（
�
�
０
１
２
４
）

『火災警報器等の設置・維持を義務付け』

　全国では近年、建物火災による死者のうち、住宅での死

者の発生割合が約９割を占める状況が続いています。特に

死者の半数以上が高齢者で、その原因は逃げ遅れが約７

割となっています。そこで、火災を早く発見し、逃げ遅れを

なくすために、火災予防条例の一部が改正され寝室と寝室

がある階段等に、住宅用火災警報器等の設置・維持が義務

付けられました。新築住宅は、平成１８年６月１日から、既存

住宅は、平成２３年６月１から適用されます。

� � � �

特
別
会
計
補
正
予
算
…
２
億
６
６

８
７
万
円
（
成
羽
町
佐
原
工
業
団

地
造
成
）

▼
財
産
の
取
得
に
関
し
議
会
の
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
…
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
お
よ
び
資
機
材

一
式
を
取
得

▼
介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
連
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
高
梁
市
備
中
高
梁
駅
前
観
光
案

内
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
…
�
高
梁
市
観
光
協
会
を
指

定▼
高
梁
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
…
保
田
貴
子
さ
ん

（
有
漢
町
有
漢
）
を
再
任

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
…
大
月
孝
之
さ
ん
（
有

漢
町
有
漢
）、
中
山
美
江
さ
ん
（
川

上
町
上
大
竹
）、
物
部
占
子
さ
ん

（
備
中
町
平
川
）
を
人
権
擁
護
委
員

に
推
せ
ん

　

９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
６
日

か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期

２９

２４

で
開
か
れ
、
平
成　

年
度
一
般
会

１７

計
補
正
予
算
案
な
ど　

議
案
等
が

２９

審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
可
決

さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼　

年
度
高
梁
市
一
般
会
計
補
正

１７
予
算
…
３
億
６
９
４
８
万
円
▽
単

市
道
路
改
良
１
億
２
４
２
４
万
円

▽
産
学
官
連
携
協
定
に
よ
る
学
習

観
光
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
委
託

２
０
０
万
円
な
ど

▼　

年
度
高
梁
市
介
護
保
険
特
別

１７
会
計
補
正
予
算
…
１
１
３
０
万
円

▼　

年
度
高
梁
市
水
道
事
業
特
別

１７
会
計
補
正
予
算
…
４
３
０
万
円

▼　

年
度
高
梁
市
簡
易
水
道
事
業

１７
特
別
会
計
補
正
予
算
…
１
億　

万
２９

円▼　

年
度
高
梁
市
下
水
道
事
業
特

１７
別
会
計
補
正
予
算
…
２
９
４
２
万

円▼　

年
度
高
梁
市
地
域
開
発
事
業

１７
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　私と妻のアナは日本語があまり

できず、生活する上でとても簡単

なことでも時間がかかってしまい、

困難な事が多々ありました。私の

所属している会社の岡山在住のコ

ーディネーター（ヘルパー）の

方々、地元の方 に々助けられ、９月

に来日して以来、高梁での生活を

安定させることができました。彼ら

には大変感謝しています。

　私は高梁市に来て数日後から

外国語指導助手として学校での勤務を開始し、少しず

つ高梁市を探検する機会が増えてきました。故郷のニ

ュージーランドのクライストチャーチは、人口約４４万人

で、倉敷市の姉妹都市でもあります。妻と私はクライスト

チャーチの田舎町で育ったので、高梁市の自然の中で生

活できて幸せだと感じます。高梁の秋の景色が美しいと伺

っているので、これから四季の変化がとても楽しみです。

　高梁市の一番良い所を挙げるとすると、それは高梁

市の人々だと思います。私の担当している学校では、日

本語の出来ない私を温かく、フレンドリーに迎えていた

だき、明るく元気いっぱいの子どもたちは、私の仕事を

より楽しくしてくれます。運動会に参加して、子どもたち

の熱心に競技を行う姿には感激をしました。また、自分

自身ダンスに参加したりと、楽しみました。

　現在、落合小学校の先生に紹介していただいた剣道

道場に通っています。日本語のコミュニケーションが上

手くできないのに、剣道講師佐藤先生は忍耐強く、熱心

に教えてくださいます。宇治の藤村さん一家との交流も

始まり、野菜を頂いたり、通訳をしていただいたりと、と

ても助けられています。これからも地域の人 と々の関わ

りを増やしていきたいと考えていますので、どうぞよろ

しくお願いします。

　川上町の美しい山々と、元気

な川上小学校と川上幼稚園の子

どもたちに囲まれて過ごした１

学期は、とても楽しいものでし

た。特に子どもたちの印象は皆

明るく元気で、とても親しみを

持って私を歓迎してくれたこと

には感激しました。

　初めのうちは外国人講師の自

分が子どもたちにとって、とて

も目新しい存在だから、子どもたちが自分に興味を

持ってくれているのだろうと考えていました。しか

し、２学期に入った現在も、子どもたちの様子は変

わることはありません。

　運動会の練習が始まり、日々運動場で一生懸命練

習をして疲れているのにもかかわらず、子どもは笑

顔を絶やさず、明るく私に語りかけてくれるのです。

　彼らの素晴らしい笑顔、元気な声に私は励まされ、

元気をもらっています。この川上町に来て、子ども

たちに出会えたことに感謝しています。

　さて、自己紹介をさせていただきたいと思います。

私はアメリカ出身で、１９７８年に日本人の妻と京都で

結婚しました。１９７９年には息子のマーカスが生まれ

ました。その後カナダへ戻り、４年間カナダで働い

た後、日本に戻りました。そして娘のエイミーが京

都で生まれた後、広島へ移り、約２０年間英語講師を

していました。その後、川上町へやって来て現在に

至っています。

　今後、川上町の皆さんとのかかわり合いを大切にしな

がら、川上小学校・幼稚園での英語教育への向上に向

けて、最善の努力を尽くしたいと考えています。

　先月号に引き続き、外国語指導助手（ＡＬＴ）として活躍中の２人をご紹介します。アメリカ出身

で５月から川上幼稚園・川上小学校に勤務しているジョン アレキサンダーさんと、ニュージーラン

ド出身の２学期から高梁地域局管内の幼稚園・小学校を担当しているリネィ ディ ジュウさんです。

リネィ デ ィ ジュウさん
�

��������	
� ������

ジョン アレキサンダーさん
�

　

環
境
省
の
「
動
物
愛
護
管
理
功

労
者
」
に
大
枝
信
義
さ
ん
が
県
内

で
初
め
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
表
彰
は
皆
さ
ん
の
協
力
の
お

か
げ
」
と
大
枝
さ
ん
。
農
家
で
育

ち
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
牛
を
治
療
す

る
獣
医
さ
ん
に
憧
れ
、
県
経
済
連

に
獣
医
師
と
し
て
勤
務
の
後
、
昭

和　

年
に
南
町
に
開
業
。　

年
以

４７

３０

上
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
治

療
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
動
物
を
飼
い
始
め
た
ら
最
後

ま
で
飼
っ
て
ほ
し
い
。
途
中
で
捨

て
た
り
し
な
い
よ
う
に
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
動
物
を
可
愛
が
る
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
」
と
毎
年
、

動
物
愛
護
週
間
に
合
わ
せ
て
小
動

物
と
ふ
れ
あ
う
「
ペ
ッ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
イ
ン
高
梁
」
を
開
き
、

命
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
盲
導
犬
友
の
会
の
顧

問
で
あ
り
、
募
金
を
集
め
る
な
ど
、

盲
導
犬
の
育
成
、
普
及
啓
発
に
努

め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

「�
先
生
よ
く
な
り
ま
し
た
�
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
。

今
後
と
も
動
物
愛
護
活
動
に
精
進

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

動
物
愛
護
活
動
に
功
績

環
境
大
臣
表
彰
に
大
枝
さ
ん

大枝信義さん�
原田南町


